






































た。2019 年度の参加総数は保護者 222 名、乳幼児 289 名であった。前半の４回は２年生、後半の３回を１年生がそれぞ
れ 10 人程度からなるグループを編成して主担当となり、遊びの企画から準備、実施、振り返りまでを一貫しておこない
（62） 保育士養成課程におけるオンライン・アウトプット型学習の実践―コロナ禍の「おうちでぶんぶんひろば」の事例―



























































































































話し方（80） わかりやすい説明 22 表情（34） 笑顔 14
声の大きさ 10 真顔・硬い・無表情・怖い ７
聞き取りやすい話し方 ８ 目線・下を向いている ８
伝わるように ８ 恥ずかしがっている ３










































































































































































































　https://www.ncchd.go.jp/center/activity/covid19_kodomo/report/report_01.pdf　検索日 2020. １. ８
　「コロナ×こどもアンケート第２回調査‌報告書」https://www.ncchd.go.jp/center/activity/covid19_kodomo/report/













   



















































































































例）３つ折りで作成：A4 用紙を横長使用。  















ゴ な ど い れ
るため空欄 
⑥名前 
〈 表 紙 〉
① お ち で ぶ
ん ぶ ん ひ ろ
ば 
② 作 っ て 遊
べ る 手 作 り
おもちゃ 
～1 歳児編～





















  □誤字脱字・読みやすい文字に気を付ける。 
□手書き、パソコンどちらでも可とする。 
 □A4 サイズに書く。 
 □①タイトル：おうちでぶんぶんひろば（全員共通。必須） ①～④は記入必須 
□②内容のタイトルをつける 
    例）作ってあそべる手づくりおもちゃ～１歳児編～ 
□③保護者への共感や、子どもの発達をおさえたようなポジティブなメッセージを書く 
例）１歳児は〇〇が大好きです。おうちでも作って一緒に遊んでみてください。 
  □④具体的な子育てや遊びのヒントになる情報を、読んだ人に伝わるように書く。 
例）説明文章・イラスト・図解・写真などを入れる 
  □空白スペースに注意 
⑤大学のロゴマークなどを入れるためのスペースをとる 
・手書きの場合は周囲５ミリを空欄にする：印刷機で読みとれない 
  □⑥名前を鉛筆で書く。（印刷配布の時に消せるように） 





  □著作権に気を付ける 
    ・キャラクターの使用不可 
    ・上記③で引用文献がある場合は、著者「本のタイトル」出版社 を明記する   
□保護者が手に取って「読みたいなぁ」「やってみたいな」と思えるレイアウトを工夫する。






































   □③参考にした文献があれば紹介する。 
      例)（本を持ちながら）「今日の工作は○○さんが書かれた「△△△」の本を参考にしてご
紹介をしました。 
   □④締めくくりメッセージをつけて終わる。 
例）「本日は見ていただきありがとうございました。」など  
   □提出日までに各自で保存・保管しておく 
（74）
